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路付アンテナ )の開発を目的として、レクテナに最適な抵抗変換 DC-DC コンバータを
設計し、超広範囲負荷で高効率を実現するレクテナ整流回路を開発し、その応用例と
して DC モータへマイクロ波無線送電を行ったものであって、6 章からなっている。  




 第 2 章では、RF-DC 整流回路と一般的な PWM 制御昇圧コンバータで構成された
RF-DC-DC 回路を提案した。ワイヤレス送電における三つのインピーダンス整合手法を
比較した結果、本研究では DC-DC コンバータを用いる手法を選択した。Harmonic 
Balance 法を用いた回路シミュレーションにより、負荷が 370Ω から 1.3kΩ までの範囲
で 70%以上が得られる RF-DC-DC 回路の設計に成功した。この章では、DC-DC コンバ
ータを用いて、整流回路のインピーダンス整合を行い、効率―負荷関係を改善するこ
とが可能であることがシミュレーション結果により確かめられた。  




バータを作製し、実験を行った結果、100Ω から 5kΩ の広い負荷範囲で入力抵抗を一定
に維持でき、効率も広い負荷範囲で 80%以上となった。整流回路とコンバータを接続





 第 4 章では、電力自給型の非反転非連続昇降圧コンバータを用いて、RF-DC 変換効
率が負荷に依存しないレクテナを開発した。レクテナ整流回路および非反転自給型昇
降圧コンバータの設計と製作を行った結果、 (1) コンバータの制御部分は外部 DC 電
源を必要とせず、レクテナから自己電力供給に成功、(2) 可変抵抗を用いて、コンバー
タの入力抵抗の調整に成功、 (3) コンバータの対応できる負荷範囲は 200Ω から 10kΩ
まで拡大、(4) 80 mW のマイクロ波入力電力で整流回路の最大効率は 82.5% まで向上、
(5) 整流回路の最適負荷 190Ω に対して、コンバータの入力抵抗を 187Ω で設計し、昇
降圧コンバータを用いて整流回路の最大出力点を追跡する効率は 97%以上まで向上、
(6) RF-DC-DC 全体の効率は広い負荷範囲で 70% に向上、という成果を得た。この章
では、電力自給型の非反転非連続昇降圧コンバータを用いて、外部電源不要で RF-DC
変換効率が負荷に依存しないレクテナの開発に成功した。  
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DC モータへのマイクロ波無線送電実験に成功した。  






















囲で効率が 60%を超える DC-DC コンバータ付整流回路の開発に成功した。  
３ . 電力自給型の非反転非連続昇降圧コンバータを用いて、外部電源不要で RF-DC 変換
効率が負荷に依存しないレクテナを開発した。200Ω-10kΩ の広負荷範囲 (1:50、他研
究結果 (1:10 以下 )に比べ 5 倍以上広負荷範囲 )で効率 66%以上の DC-DC コンバータ
付整流回路の開発に成功した。  
４ . 複数のレクテナと昇降圧コンバータで構成したコンパクトなレクテナアレーを用い




平成 27 年 2 月 20 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
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